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	平成22年 4月26-29日・仙台国際センター（仙台）、国際シンポジウム” Climate Change Effects on Fish and Fisheries”、335名（うち外国人290名）、主な招待講演者：Kevin Trenberth（NOAA）、Randall Peterman（Simon Fraser University）、Rashid Sumaila(University of British Columbia)
	平成22年 5月15日・モンゴル国立大学（ウランバートル）、第２回日モ環境オアシス、40名(日本人5名)、主な招待講演者：チナン バータルビレグ（モンゴル国立大学）、宮崎真（北海道大学）
	平成22年 6月9-11日・アクアリウスホテル（パランカラヤ）、国際シンポジウム”The proper use of tropical peatland”、80名（日本人6名）、主な招待講演者：Lulie Melling(マレーシア熱帯泥炭研究所), John Bathgate(インドネシアApril(株))、Ryuichiro Abe(立教大学)
	平成22年 8月9-13日・北海道大学（札幌）、10th International Regional Spectral Model Workshop、40名（外国人12名）、主な招待講演者：金光正郎（カリフォルニア大学）、芳村圭（東京大学）、Liqiang Sun（コロンビア大学）
	平成22年 10月10日・モンゴル日本センター（ウランバートル）、第3回日モ環境オアシス、20名（日本人5名）、主な招待講演者：ゴンボ　ダヴァー（モンドル気象水文研究所）、宮崎真（北海道大学）
	平成22年 10月25-26日・北海道大学（札幌）、サステナビリティ・ウィーク2010「持続的な発展」国際シンポジウム　分科会２「ユーラシア・エコトーン帯：モンゴルにおける生態系の持続的利用」、60名（外国人10名）、主な招待講演者：J. Tsogrbaatar（モンゴル科学アカデミー）、O. Bolormaa（モンゴル国立大学）、藤田昇（総合地球環境学研究所）
	平成22年 12月7-9日・一橋記念講堂（東京）、第２回国際北極研究シンポジウム、190名（外国人60名）、主な招待講演者：大村纂（スイス工科大学）、Elisabeth J. Cooper（トロムソ大学）、David S. Hik（アルバータ大学）
	平成23年 3月4日・モンゴル日本センター（ウランバートル）、第4回日モ環境オアシス、55名（日本人5名）、主な招待講演者：宮崎真（北海道大学）
	平成23年 6月11日・モンゴル日本センター（ウランバートル）、第5回日モ環境オアシス、30名（日本人5名）、主な招待講演者：ヤムヒンジャンバルジャブ（モンゴル科学アカデミー）、宮崎真（北海道大学）
	平成23年 6月11-14日・北海道大学（札幌）、2nd Annual Symposium of IGCP-581”Evolution of Asian River Systems: Tectonics and Climates”、60名（外国人20名）、主な招待講演者：Hongbo Zheng（南京大学）、Peter Clift（University of Aberdeen）、長尾誠也（金沢大学）
	平成23年 8月2日・IBPC（ヤクーツク）、Workshop on “Environmental Consciousness and Climate Change in Yakutsk”、12名（日本人4名）、主な招待講演者：杉本敦子(事業推進担当者)、山下哲平（日本大学）
	平成23年 8月22-26日・モンゴル科学アカデミー（ウランバートル）、The 2nd International Symposium on permafrost soil in mountain and dry areas、25名（日本人3名）、主な招待講演者：ヤムヒン　ジャンバルジャブ（モンゴル科学アカデミー）、Bernd Etzelmüller（オスロ大学）、矢吹裕伯（JAMSTEC）
	平成23年 9月2日・北海道大学（札幌）、Work shop on “Life history regulation of forest trees: towards ccross-biome analysis”、30名（外国人4名）、主な招待講演者：I Fang Sun（台湾国立東華大学）、Stuart Davies（Center for Tropical Forest Science, USA）、Shawn Lum（National Institute of Education, Singapore）
	平成23年 9月3日・モンゴル日本人材開発センター（ウランバートル）、日モ環境デー2011、50名（日本人8名）、主な招待講演者：センデンジャブ ドゥラム（モンゴル国立大学）、和田英太郎（京都大学）、粟屋かよ子（四日市大学）
	平成23年 9月5-9日・北海道大学（札幌）、国際長期生態学研究ネットワーク(ILTER)2011年次総会、92名（外国人43名）、主な招待講演者：Stuart J. Davies（Smithsonian Global Earth Observatory）、Mark Page（カリフォルニア州立大学）、柴田英昭(事業推進担当者)
	平成23年 9月14-16日・国立京都国際会館（京都）、International Conference on Science and Technology for Sustainability 2011 – Building up regional to global sustainability: Asia vision-、200名（外国人20名）、主な招待講演者：Deliang Chen（Executive Director, ICSU）、安成哲三（名古屋大学）、Sybil Seitzinger（Executive Director, IGBP）
	平成23年 11月5日・北海道大学（札幌）、サステナビリティ・ウィーク2011“GLP Sapporo Open Workshop: Vulnerability, resilience and sustainability of Asian land system”、41名（外国人10名）、主な招待講演者：ナレンドラ・マン・シャキ（トリブバン大学）、プラモド・ジャー（トリブバン大学）、渡邉悌二（北海道大学）
	平成23年 11月6日・北海道大学（札幌）、サステナビリティ・ウィーク2011“Public Forum: Glacier changes and disaster – Himalayan perspectives on global warming”、88名（外国人5名）、主な招待講演者：ナレンドラ・ラジ・カナール（トリブバン大学）、渡邉悌二（北海道大学）
	平成24年1月20日・北海道大学(札幌)、モンゴルシンポジウム”Nature, Human and mining in modern Mongolia: Challenges by Field Science”、 30名(うち外国人5名), 主な招待講演者: Julian Dierkes（ブリティッシュコロンビア大学）、西村幹也（北方アジア文化交流センター）、滝口良（北星学園大学）
	平成24年 3月12日・モンゴル日本センター（ウランバートル）、第6回日モ環境オアシス、50名（うち日本人5名）、主な招待講演者：オユンツェツェグ　ボロルマー（モンゴル国立大学）、宮崎真（北海道大学）
	平成24年 5月12日・ボゴール農科大学（ボゴール）、ワークショップ2012、26名（うち日本人7名）、主な招待講演者：Mahmud Raimadoya, Gunawan Djajakirana(ボゴール農科大学), 井上京(北海道大学)
	平成24年 9月2日・ウブルハンガイ県税務署（アルベイへール）、第7回日モ環境オアシス、50名（うち日本人5名）、主な招待講演者：武本行正(四日市大学)、和田信彦(NPO Forest Japan)、宮崎真（北海道大学）
	平成24年 9月5日・新モンゴル高校（ウランバートル）、第3回日モ環境デー、335名（うち日本人6名）、主な招待講演者：栗谷かよ子(四日市大学)、森本光人(NPO Forest Japan)、宮崎真（北海道大学）
	平成24年 10月7日・ホテルヒマラヤ（カトマンズ）、サステナビリティ・ウィーク2012　国際シンポジウム“Changing mountain environments in Asia”、200名（うち日本人3名）、主な招待講演者：Hira Bahadur Maharjan（トリブバン大学）、Keshab Man Shakya（ネパール環境科学技術省）、柴田英昭（北海道大学）
	平成24年 10月18日・クラーク会館（札幌）、GLPオープン学習会”Community organizing for prosperous future: Environmental issues, rural development and post-disaster reconstruction”、30名（うち外国人10名）、主な招待講演者：Jo Hann Tan（Pusat Komas）
	平成24年 1月15-17日・日本科学未来館（東京）、第３回国際北極研究シンポジウム、200名（うち外国人65名）、主な招待講演者：大村纂（スイス工科大学）、J. Cherry（IARC）、E. Turunen（オウル大学）
	平成24年 1月18日・北海道大学（札幌）、Workshop on “Permafrost in soil in Mongolia”、8名（うち外国人4名）、主な招待講演者：Yamkhin Jambdja(モンゴル科学アカデミー)、Etzelmal Westerma、Bernd Sabastia(オスロ大学)

